
三島市

平成 27 年度から学校支援地域本部として活動を開始、令和２年度からは、地域と学校とが連携・

協働し、地域全体で子供を育てるという視点をもった地域学校協働本部へと発展させ、活動を継続し

ている。元 PTA 会長や元教員が推進員として、学校と地域をつなぐ役割を果たし、地域学校協働活動

につなげている。特に、放課後学習支援（しずおか寺子屋「みしま寺子屋」）や講話「戦争体験談」、

文化的活動など、幅の広い活動を展開することで、子どもの豊かな学びを支えている。

活動内容等

ふ り が な

団 体 名 ふくろうの会（三島市立北上小学校地域学校協働本部）
かい みしま しりつきたうえしょうがっこうちいきがっこうきょうどうほ んぶ

(1) 事業の目的

及び活動の方

向性

「社会に開かれた教育課程」の実現に向けた基盤として、地域と学校が連携・

協働し、地域全体で未来を担う子どもたちの成長を支えていくため、「地域学

校協働本部事業」を実施する。

(2) 活動体制等

（連携する団体、

子供･地域住民

等の参加状況、

活動年数等）

・連携する団体…学校運営協議会、自治会、PTA、民間団体
・地域学校協働本部実行委員会を年５回開催

・地域学校協働活動には、地域住民が多数参加し、子どもたちとともに活動を

行っている。

・平成 27年度から活動を開始して、今年度で９年目になる。

（3）活動内容及

び成果

【活動内容】

・毎週金曜日の放課後に１時間、放課後学習支援を行っている。

・学習会には三島市に在住、または在学中の大学生にも学習支援員として参画

してもらっている。（三島市生涯学習課「しずおか寺子屋事業」）

・協働活動サポーター（協働推進員）が講師となり、講話「戦争体験談」を行

っている。

・毎年、文化的活動（音楽鑑賞会、アート教室など）を企画している。

【成果】

・放課後学習会へは 30名以上の子どもが参加し、熱心に勉強に励んでいる。

・戦争体験談、文化的活動など、子どもたちは毎年楽しみにしている。

(4) その他

特記事項


